
特
集
　
い
ま
、伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る

～
戦
争
の
群
像
～
（
後
編
）

フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

阿
南
の
夏
ま
つ
り

９月号	 [No.686]
平成27年（2015年）９月1日

広報



い
ま
、伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る

　

戦
時
中
、
阿
南
で
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
。

当
時
の
様
子
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
戦
争
遺
産
を
引
き

継
い
だ
り
、
恒
久
平
和
を
願
う
取
組
を
紹
介
す
る
。

　

今
年
も
８
月
15
日
が
訪
れ
た
。
日
本
の
た
め
に
犠
牲
に
な
ら

れ
た
御
霊
に
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
時
代
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
け
っ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

～
戦
争
の
群
像
～
（
後
編
）
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集

（上写真：防空頭巾、下写真：那賀川鉄橋銃痕跡・阿南風景百選大賞（春） 原　嘉久仁さん撮影）
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中野 良道さん
（82歳・見能林町）

勢井 友義さん
（81歳・長生町）

戦時中、地方のお寺は都市から集団疎開の児童を受け入れていました。
私の家もお寺（千福寺）で、大阪から港南国民学校４年生50人と、引
率の先生が４人集団疎開してきました。私がちょうど見能林国民学校
５年生の頃です。疎開児童は本堂で、先生は客間で寝泊まりし、学校
へ通っていました。寝る前に、児童らは大阪の方にむかって「お父さ
ん、お母さん、おやすみなさい」と言っていたのを覚えています。近所
の方が炊事で手伝いにきてくれていました。食器がなく、孟

もう

宗
そう

竹
ちく

で器を
作り、それを食器代わりにしていました。食べ物も不自由しました。自
給自足し、麦飯、芋がゆばかり。お米はほとんど入っていません。芋の
つるの皮をむいて食べて、腹の足しにしていました。才見町の長善寺に
も大阪から国民学校５年生が集団疎開していました。同じ見能林国民学
校に通っていて、うちのお寺の疎開児童とよくけんかをしていましたが、
年が一つ下なのでようやられて帰ってきていました。その児童らも、敗
戦の色が濃くなった頃、三好郡東みよし町の江口駅近くのお寺へ再疎開
していきました。また、阿南のお寺から貞光の真光寺というお寺に再疎
開した児童が火災で16人亡くなるという痛ましい出来事もありました。
今でも命日には縁者が弔いに来ているそうです。

Ｂ29 が頭の上を飛んでいくのを初めて見た時、私は小学生でした。青
空に飛行機雲を描きながら、編隊を作って飛んでいくようすがとても印
象的で、目に焼き付いています。飛行機雲を見て、毒ガスをまき散らし
ているのではと噂する人もいました。私も空高く悠然と飛ぶそれを見て、
子ども心に言い知れぬ恐怖を感じたことを覚えています。７人兄弟の
末っ子として生まれた私は、戦争へ行った兄の顔を知りません。母は毎
日のように神社の境内で、竹やりを使って敵兵や飛行機を攻撃するけい
こや防火訓練に勤しんでいました。家にはラジオがあり、近所の人がよ
く聞きに来ました。放送はいつも雑音交じり。内容は日本軍の勝利のこ
とばかりでしたが、誰もがうそ八百だと気が付いていました。
夏の暑い日、友人と西方の川へ遊びに行きました。水遊びをしていると、
遠くから米軍の艦載機２機が飛んできました。堤防に上がって身を隠し
ていると突然、機体が急降下し、まぶしい光線が発射されたのが見えま
した。遠いので音は聞こなかったものの、頭の中でバリバリと音が響く
くらい恐ろしい光景でした。この時、那賀川鉄橋で汽車が襲撃され、多
くの人が亡くなりました。もう二度とあの時のようなことが起こっては
ならないと、強く感じます。

●
戦
時
中
の
阿
南
市
の
よ
う
す

　
戦
況
が
悪
化
し
て
い
く
と
青
壮
年
男
子
の
召
集

が
一
段
と
激
し
く
な
り
、
毎
日
の
よ
う
に
召
集
令

状
（
赤
紙
）
が
伝
達
さ
れ
て
、
若
者
が
戦
地
へ
と

向
か
っ
て
い
っ
た
。
出
征
す
る
若
者
に
は
、
一
枚

の
布
に
１
０
０
０
人
の
女
性
が
縫
い
玉
を
作
っ
た

千
人
針
を
贈
っ
て
、
武
運
長
久
を
祈
っ
た
。

　
ま
た
、
学
生
も
含
め
た
若
い
男
女
か
ら
壮
年
層

ま
で
が
勤
労
動
員
や
徴
用
な
ど
に
よ
り
軍
需
工
場

へ
と
駆
り
出
さ
れ
た
。
昭
和
19
年
に
は
、
旧
制
富

岡
中
学
校
（
現
富
岡
西
高
等
学
校
）
の
生
徒
も
大

阪
府
の
枚
方
や
堺
に
あ
る
軍
需
工
場
で
、
特
攻
隊

用
の
爆
弾
や
航
空
機
部
品
の
製
造
に
携
わ
っ
た
。

　
多
く
の
若
者
が
駆
り
出
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、

そ
れ
以
外
の
分
野
、
ま
た
農
家
は
人
手
不
足
に
悩

ま
さ
れ
た
。
筋
肉
労
働
や
危
険
作
業
に
も
女
性
が

当
た
り
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
働
か
ざ
る
を
得

な
い
状
態
だ
っ
た
。
一
般
事
務
や
販
売
店
員
、
車

掌
な
ど
、
そ
れ
ま
で
主
に
男
性
が
担
っ
て
い
た
職

業
に
も
女
性
が
多
く
携
わ
っ
た
。
昭
和
20
年
の
那

賀
川
鉄
橋
列
車
爆
撃
事
件
で
は
、
列
車
に
乗
り
合

わ
せ
て
命
を
落
と
し
た
女
性
車
掌
も
い
た
。

　
警
防
団
や
隣
組
単
位
で
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に

よ
る
消
火
訓
練
や
屋
根
に
落
ち
た
焼
夷
弾
を
消
す

訓
練
な
ど
の
防
空
演
習
の
ほ
か
、
敵
機
や
上
陸
し

て
き
た
敵
兵
を
竹
や
り
で
迎
え
撃
つ
訓
練
も
行
わ

れ
た
。
こ
う
し
た
訓
練
に
参
加
す
る
の
も
主
に
女

性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
だ
っ
た
。

　
当
時
の
服
装
は
、
男
性
が
国
民
服
や
軍
服
姿
、

女
性
は
モ
ン
ペ
姿
で
背
中
に
防
空
頭
巾
を
か
け
て

い
た
。
ま
た
胸
に
は
住
所
や
氏
名
、
血
液
型
を
書

い
た
名
札
を
付
け
、
身
元
が
分
か
る
よ
う
に
し

た
。
女
性
が
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
出
か
け
る
時

は
、「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
の
白
だ
す
き
を
か

け
、
戦
意
高
揚
に
勤
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。



神原 常經さん
（78歳・富岡町）

柏木 伊豆太さん
（83歳・見能林町）

終戦直前は、毎日のように警戒警報や空襲警報が鳴っていました。いざ
という時のため、私の家の敷地内にも防空壕があり、警報が鳴るとすぐ
にその中へ避難していました。徳島大空襲の日には北の空が燃えるよう
に赤かったのを覚えています。
私が通っていた富岡国民学校には、大阪からの疎開児童がたくさん来て
いました。食事は麦入りの雑炊にキャベツや豆などを入れたものなど、
毎日同じようなものばかり食べていたことが印象的です。食糧不足を補
うため、校庭には大豆やサツマイモが植えられていました。
戦後、私は昭和52年に「戦争を語り継ぐ会」を発足し、25年間、月１
回にわたって戦争体験者を招いて講演会をするとともに、内容を冊子に
まとめてきました。体験者の思いを次世代へ伝え、記録しなければなら
ないと思ったからです。当時、戦争の渦中にいる方は自分の命をかけ、
国や家族など大切なものを守ろうとしていました。戦後生まれの皆さん
には、当時の人が置かれた状況やその思いを理解し、寄り添って、あの
時何が起こっていたのかをしっかりと知ってほしい。そうすることで、
今後戦争を起こさないために何が必要なのか、考えることができるので
はないかと思います。戦争で亡くなられた多くの方々に心から哀悼の真
心を捧げます。

ある日、兵隊さんが200人ぐらいで、中林港から見能林へ大砲を運んで
いるのを見ていました。打樋川に架かる天神橋に差しかかった時、御影
石でできた橋が大砲の重みに耐えきれず川の中に、大砲もろとも落ちて
しまいました。兵隊さんは、大慌てしていましたが、米軍に見つからな
いように夜の間に作業して、仮設の橋を架け、大砲は見能林の八幡神社
の境内に据えられました。私がちょうど見能林国民学校に通っていたこ
ろでした。授業を受けている時に空襲警報が鳴ると、教頭先生が真っ先
に学校の運動場に建てられている奉安殿から、天皇陛下と皇后陛下の御
真影（写真）と教育勅語を取り出し、それを抱えた教頭先生を先頭に児
童が大急ぎで八幡神社の馬場に作られた防空壕まで避難しました。防空
壕に入ると、児童600人が学年ごとにむしろの上に座り、身を固くしな
がら空襲警報が解除になるのを待ちました。八幡神社の防空壕も今はも
う埋められてしまって、当時の面影はありません。14歳になった私は、
少しでもお国のためになりたいと先生に「航空兵に志願したい」と相談
すると、先生から「柏木くんは戦車が向いている」と言われて戦車兵に
申し込みましたが、そのまま終戦を迎えました。終戦後は、重機の免許を
とって、建設会社でブルドーザーや油圧ショベルの操縦の仕事をしました。

　
「
一
億
一
心
」「
ほ
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で

は
」
な
ど
の
合
言
葉
の
も
と
、
国
民
は
一
致
団
結

し
て
戦
争
完
遂
に
ま
い
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。
ラ
ジ
オ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て

は
厳
し
く
検
閲
が
入
り
、
真
実
と
は
ほ
ど
遠
い
報

道
が
日
常
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
社
会
全
体
が
戦

争
体
制
の
も
と
に
組
織
さ
れ
、
個
人
行
動
が
著
し

く
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
生
活
も
次
第
に
厳
し
く
な
り
、
生
活
必
需
品
も

姿
を
消
し
た
。
生
鮮
食
料
品
を
含
む
配
給
食
糧
は

急
速
に
減
り
、
野
草
を
混
ぜ
た
雑
炊
程
度
の
食
事

で
腹
を
膨
ら
ま
せ
た
。
鉄
砲
の
弾
な
ど
を
作
る
た

め
の
金
属
の
供
出
が
始
ま
り
、
各
寺
院
に
あ
っ
た

釣
鐘
か
ら
各
家
庭
に
あ
っ
た
金
属
製
の
火
鉢
ま
で

が
対
象
と
な
っ
た
。

　
昭
和
20
年
に
な
る
と
全
国
各
都
市
に
Ｂ
29
の
空

襲
が
あ
り
、
阿
南
で
も
頭
上
を
50
機
、
１
０
０
機

の
大
編
隊
で
飛
ぶ
よ
う
す
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
グ
ラ
マ
ン
や
ロ
ッ
キ
ー
ド
な
ど
の
艦

載
機
に
よ
る
空
襲
も
始
ま
り
、
空
襲
を
知
ら
せ
る

サ
イ
レ
ン
が
連
日
連
夜
鳴
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各

家
庭
や
学
校
に
は
身
を
守
る
た
め
の
防
空
壕ご

う
が
掘

ら
れ
、
空
襲
警
報
が
出
る
と
防
空
壕
に
避
難
し
て

敵
機
の
通
過
を
待
っ
た
。
夜
間
は
灯
火
管
制
と
な

り
、
各
家
で
は
電
球
に
黒
い
風
呂
敷
な
ど
を
か
ぶ

せ
て
外
に
明
か
り
が
漏
れ
る
の
を
防
い
だ
。

●
阿
南
市
内
の
被
害
の
一
部

　
徳
島
県
に
お
け
る
初
空
襲
は
椿
泊
町
だ
っ
た
。

　
昭
和
20
年
３
月
14
日
、
椿
泊
町
出
島
で
米
軍
機

に
よ
る
焼
夷
弾
の
投
下
が
あ
り
、
山
火
事
で
民
家

７
戸
が
全
焼
し
た
。

　
６
月
16
日
、
椿
泊
の
漁
船
が
バ
ッ
チ
網
（
イ
ワ

シ
漁
）
の
操
業
中
、
米
軍
の
艦
載
機
の
襲
撃
を
受



青木 新太郎さん
（85歳・福井町）

吉積 義幸さん
（80歳・見能林町）

当時、私は旧制富岡中学校の生徒でした。ある時、先生から「明日は、
工作道具と弁当だけ、持ってくるように」と言われました。当日、何を
するのだろうと行ってみると、みんなで校庭内に防空壕を掘らされまし
た。戦況がひっ迫してくると、勉強どころではなく、毎日軍需関係の手
伝いにおもむきました。昭和20年の７月には、学校に爆弾が投下され
ましたが、幸い運動場の端に落ち、10ｍくらいのすり鉢状の穴が開い
ていました。終戦後、卒業するまでそのままの状態でした。また、那賀
川鉄橋で列車が米軍艦載機による襲撃を受けた際には、同郷で同級生の
長田　昊（ひろし）さんが亡くなりました。教師をめざして、徳島師範
学校に通っており、その通学途中でした。終戦は、祖母の葬儀があった
日で、式最中に「戦争が終わった」という話がどこからともなく聞こえ
てきました。兄（青木　清さん）は陸軍の歩兵部隊に所属しており、終
戦の直前の退却戦でビルマ（現ミャンマー）北部で戦死しました。終戦
後しばらくは、生死不明とされていましたが、翌年３月に戦死が確認さ
れ、親戚一同歩いて桑野町のお不動さん（萬福寺）まで遺骨を引き取り
に行きました。

ちょうど私が見能林小学校の中林分校３年生のころです。学校から家に
帰る途中、田んぼ道を歩いていると、「ゴー」という轟

ごう

音が空から聞こ
えてきました。空を見上げると、津峯山の方から、米軍の爆撃機Ｂ29
が何十機も隊列を組んで向かってくるのが見えました。とても怖かった。
恐怖心から、家まで走って逃げました。爆撃機は大阪方面へ海岸沿いに
飛んでいきました。当時は、各家が、防空壕を掘っていました。私の家
の庭にも、父親が中心になって家族全員が入れるくらいの防空壕を作り
ました。空襲警報が鳴ると、大急ぎで防空頭巾を被って防空壕へ逃げ込
みました。４、５回は入ったと思います。ある日、空襲警報が鳴って防
空壕へ逃げ込みました。しばらくして防空壕から親子３人で出ると、北
の方が真っ赤に火事になったように燃え上がっていました。後から知っ
たのですが、徳島大空襲があった日のことでした。戦時中は、毎日、朝
礼の時に、運動場で教頭先生が教育勅語を読み上げていました。戦争が
終わると、行わなくなりました。子ども心に、時代が変わったんだなと
感じました。

け
、
３
人
ほ
ど
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
時
期
に
椿
泊
の
漁
船
が
沖
合
底
引
網
の
操

業
中
、
網
に
か
か
っ
た
浮
遊
機
雷
が
爆
発
し
て
４

人
が
死
亡
、
２
人
が
け
が
を
す
る
痛
ま
し
い
事
故

が
あ
っ
た
。

　
６
月
22
日
に
は
伊
島
国
民
学
校
が
米
軍
艦
載
機

の
攻
撃
を
受
け
、
校
舎
が
破
壊
さ
れ
た
。

　
７
月
24
日
、
Ｂ
29
９
機
が
長
生
上
空
を
徳
島
方

面
へ
飛
行
し
た
後
、
急
に
１
機
が
前
山
山
頂
西
方

に
現
れ
、
急
降
下
し
て
爆
弾
を
投
下
し
た
。
爆
弾

は
、
旧
制
富
岡
中
学
校
正
門
北
約
70
メ
ー
ト
ル
の

水
田
中
に
落
下
し
、
付
近
の
民
家
を
破
壊
し
た
。

同
校
で
は
本
館
や
教
室
、
柔
道
場
な
ど
が
破
片
や

爆
風
に
よ
り
被
災
し
て
い
る
。

　
７
月
30
日
に
は
、
那
賀
川
鉄
橋
上
で
艦
載
機
に

よ
る
列
車
襲
撃
が
あ
っ
た
。
報
道
管
制
の
た
め
正

確
な
死
者
の
数
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
30
人

と
も
50
人
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
列
車
は
、
徳
島

駅
午
後
２
時
47
分
発
牟
岐
行
の
下
り
４
両
編
成

で
、
約
１
時
間
後
に
阿
波
中
島
駅
を
出
た
直
後
、

鉄
橋
上
で
米
軍
機
２
機
の
空
襲
を
受
け
て
い
る
。

鉄
橋
上
で
停
止
し
た
客
車
に
爆
弾
が
命
中
し
、
車

両
上
部
が
吹
っ
飛
び
、
鉄
橋
上
を
走
っ
て
逃
げ
る

人
々
に
機
銃
掃
射
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
同
日
、

橘
町
で
グ
ラ
マ
ン
機
に
よ
る
空
襲
が
あ
り
、
海
軍

施
設
部
橘
事
務
所
が
機
銃
掃
射
さ
れ
、
女
子
事
務

員
１
人
が
亡
く
な
っ
た
。

《
参
考
文
献
》

阿
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
「
阿
南
市
史　
第
三
巻（
近
代
編
）」

那
賀
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
「
那
賀
川
町
史　
上
巻
」

羽
ノ
浦
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編　
「
羽
ノ
浦
町
誌　
地
域
編
」

小
勝
島
戦
跡
調
査
会
編　
「
小
勝
島
戦
跡
調
査
報
告
」

富
西
百
年
史
編
集
委
員
会
編　
「
富
西
百
年
史
」

徳
島
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
「
徳
島
県
警
察
史
」



徳島県戦没者記念館―あしたへ―
遺族から提供を受けた約7700柱（うち阿南市出身者は約
940柱）を超える徳島県出身戦没者の肖像写真・ご芳名と
ともに、貴重な遺書・遺品が数多く展示されています。また、

「語り部事業」として毎月１回、戦争体験者を招いた講演
会を開催し、戦争の悲惨さを語り継ぐ活動を行っています。
場所　徳島県徳島市雑賀町東開21番地１（護国神社内）
開館時間　9:00（土日祝は10:00）～16:30
休館日　年末　　入館料　無料
問い合わせは　一般財団法人　徳島県遺族会

（☎088－636－3212）へ

戦後70年「写真でたどる　徳島」
パネル展
戦後70年を迎え阿南市をはじめ徳島県内の復興、経済成
長など、それぞれの時代の風景を写真でたどるパネル展を
市役所新庁舎１階ロビーで催しました。橘町の大谷山から
見た橘湾や北の脇海水浴場、加茂谷の鍾乳洞などの写真に、
立ち寄った人は興味深そうに見入っていました。数藤啓美
さん（69歳・富岡町）は、「懐かしいですね。当時の町の
様子がよみがえってきました」と話していました。なお、
パネル展は、㈳徳島新聞社と阿南市が主催し、７月27日
から８月10日まで開催しました。

阿波公方・民俗資料館
戦時下の軍服や防空頭巾、銃剣など明治から昭和初期にか
けて当時をしのばせる民俗資料をたくさん展示しています。
また、室町時代末期より約270年間、那賀川の地に居を構
えた室町将軍足利家の末

まつ

裔
えい

阿波公方の歴史も紹介していま
す。
場所　那賀川町古津339番地1
開館時間　9:00～16:30
休館日　毎週月曜日、祝日、年末年始
入館料　一般200円、中学生以下無料　団体割引有
問い合わせは　阿波公方・民俗資料館（☎42－2966）へ

知られざる阿南の基地跡をたどる
～小勝島、伊島～
阿南市に軍隊基地があったことはあまり知られていません。
橘湾内に浮かぶ小勝島は、昭和20年５月ごろ、海軍の第
六特攻戦隊第22突撃隊が置かれ、終戦時は700～800人
の兵士が駐留。基地には、島の高台の見張り台、銃座、司
令部、兵舎、地下壕などがあり、特攻潜水艇「蛟

こうりゅう

龍」など
が配備されていました。また、太平洋と瀬戸内海の境界線
上に位置する伊島は戦略上重要で、開戦後に軍の前線基地
となりました。灯台は海軍の監視所となり、その下に兵舎
が築かれ、山頂には砲台も設置されていました。

（写真は、ふるさと館に移設された小勝島の銃座跡）

戦争遺産を後世へ引き継ぐ
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戦没者追悼式
平成27年度阿南市戦没者追悼式が文化会館で行われ、ご
遺族や関係者など約400人が参列しました。今年は戦後
70年の節目の年にあたります。ご遺族の高齢化が進み、
参列者は年々減少していますが、恒久平和への願いは変わ
ることはありません。式典では、来賓の方々の追悼の言葉
のあと、先の大戦で伯父を亡くした今川初美さん（63歳・
柳島町）が伯父をしのんで感想文を読み上げました。最後
に、参列者は3,141柱の慰霊に献花をし、戦没者の冥福を
祈りました。

那賀川鉄橋列車爆撃を語り継ぐ
平和のつどい
多くの死傷者を出した那賀川鉄橋列車爆撃事件の記憶を風
化させてはならないと、「那賀川鉄橋列車爆撃を語り継ぐ
会」が毎年開催しています。今年は70年前に爆撃のあっ
た日時に合わせて行われ、約60人が会場の那賀川図書館
を訪れました。事件の内容を描いた紙芝居や当時列車に乗
り合わせた体験者による貴重な講演に、来場者は真剣な表
情で聞き入っていました。お世話人の河野孝子さん（70歳・
那賀川町）は、「この那賀川町で多くの人が亡くなった事
件のことを忘れてはいけません。地域の子どもたちにも伝
えていかなくては」と話していました。

阿南市平和祈念集会
広島に原爆が投下された８月６日にあわせて、第31回阿
南市平和祈念集会（主催：阿南市民平和のつどい実行委員
会）が市役所新庁舎で開催され、多くの市職員等が戦争や
原爆で犠牲になられた方に黙とうを捧げ、平和への決意を
新たにしました。また、引き続いて阿南市職員労働組合
連合会青年部による反核・平和の火リレーも行われ、青年
部員は広島平和記念公園から運ばれた「平和の火」を手に
市内10区間13.5キロを走りました。このリレーは５日か
ら７日までの３日間にわたって、徳島県下約163キロを約
560人のランナーが走り、反核・平和を訴えました。

戦争体験者の声を聞く
太平洋戦争が終結して70年、戦争体験の風化が懸念され
ています。「戦争体験者の声に学ぶ」と題した公開講演会

（主催：放送大学徳島学習センター）が徳島大学日亜会館
（徳島市）で開催されました。体験者の清水 市さん（92
歳・美馬市）と森岡博美さん（92歳・桑野町）が当時の
模様を生々しく語り、参加者は熱心に聴き入っていました。
清水さんは、20歳で出征し、陸軍関東軍に所属しました。
満州で終戦を迎えると、シベリアに抑留され過酷な捕虜生
活を送りました。森岡さんの体験談は、広報あなん８月号
で取り上げています。ぜひご覧ください。

恒久平和を願う
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

笑
え
な
い
ジ
ョ
ー
ク 

～

　

そ
の
昔
、
瀬
戸
内
の
広
島
県
と
日
本
海
に
面
す

る
島
根
県
が
、
互
い
の
県
境
を
取
り
払
い
合
併
し

よ
う
と
い
う
話
が
も
ち
上
が
り
ま
し
た
。
両
県
の

県
議
会
で
も
合
併
へ
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
が
、
最
後
の
最
後
で
合
併
し
て
県
名
を
何
県
に

す
る
か
で
も
め
ま
し
た
。
広
島
県
側
は
広
島
の
広4

と
、
島
根
の
島4

を
合
わ
せ
広
島
県
に
し
よ
う
。
島

根
県
側
は
、
い
や
い
や
広
島
の
島4

と
島
根
の
根4

を

と
り
、
島
根
県
に
し
よ
う
と
主
張
し
、
話
が
ま
と

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
…
。
こ
れ
は
47
都
道
府
県
の

中
で
、
両
県
で
し
か
成
立
し
な
い
笑
う
こ
と
の
で

き
る
、
大
き
な
ジ
ョ
ー
ク
で
す
（
笑
）

　

国
政
で
は
、
来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
の
一
票
の

格
差
是
正
の
た
め
に
、
鳥
取
県(

人
口
58
万
３
千

人)
と
島
根
県
（
70
万
６
千
人
）
を
合
区
、
徳
島

県
（
77
万
６
千
人
）
と
高
知
県
（
74
万
７
千
人
）

を
合
区
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
人
を
選
ぶ
選
挙
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

47
都
道
府
県
で
人
口
の
少
な
い
順
を
あ
げ
る
と
、

鳥
取
、
島
根
、
高
知
、
徳
島
と
な
り
ま
す
。
と
り

あ
え
ず
の
数
合
わ
せ
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
徳
島
の
次
に
人
口
が
少
な
い
の
は
、
福
井
県

（
80
万
３
千
人
）、
佐
賀
県
（
84
万
７
千
人
）、
山

梨
県
（
85
万
５
千
人
）
と
続
き
ま
す
が
、
徳
島
よ

り
約
２
万
人
人
口
が
多
い
だ
け
の
福
井
県
は
１
県

１
人
が
選
出
で
き
ま
す
。
極
め
て
不
合
理
で
あ
り

鳥
取
、
島
根
、
高
知
、
徳
島
は
一
人
前
の
県
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
‼

　

日
本
は
他
の
先
進
国
同
様
、
衆
参
二
院
制
で
す
。

数
の
衆
議
院
、
理
と
良
識
の
参
議
院
と
形
容
さ
れ
、

第
二
院
に
つ
い
て
、ベ
ル
ギ
ー
で
は
「
熟
慮
の
院
」、

フ
ラ
ン
ス
で
は「
賢
者
の
院
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

古
事
記
は
四
国
に
つ
い
て
「
こ
の
島
に
は
身
一

つ
に
し
て
面
四
つ
あ
り
、
面
ご
と
に
名
あ
り
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
明
治
９
年
、
当
時
の
名
東
県

（
徳
島
県
）
が
高
知
県
に
合
併
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
阿
波
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
多
く

の
不
満
が
ま
ん
延
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
め
事
が
起

こ
り
、
そ
の
苦
悩
は
当
時
の
内
務
卿き

ょ
う

・
伊
藤
博
文

に
も
伝
え
ら
れ
、
明
治
13
年
３
月
２
日
に
現
在
の

徳
島
県
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
衆
議
院
選
挙
を
小
選
挙
区
比
例
代
表
並

立
制
で
実
施
し
て
い
る
の
な
ら
、
参
議
院
議
員
は

47
都
道
府
県
に
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず
つ
、
東
京
都
は

３
区
と
し
て
計
算
し
、
定
数
１
０
０
に
し
て
、
各

県
２
人
ず
つ
、
そ
し
て
１
人
ず
つ
３
年
ご
と
に
選

挙
を
や
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
以
外
な
ら
抜
本
的
な
道
州
制
の
導
入
し
か
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

徳
島
と
高
知
の
合
区
選
挙
区
。
四
国
が
生
ん
だ

天
才
空
海
は
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
１
千
万
円

富
岡
町　

清
原　

愛
様
か
ら
社

会
体
育
施
設
充
実
の
た
め

津
乃
峰
小
学
校
へ

●
防
災
用
キ
ャ
ッ
プ
70
個

津
乃
峰
小
学
校
初
代
校
長　

西

堀　

幸
様
の
ご
遺
族
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

10
月
か
ら
環
境
管
理
事
務
所
に

お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
昭
和
28
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
８
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、９

月
１
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
11
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
９
月
15
日
㈫

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人

事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

阿
南
市
活
竹
祭
出
演
者
募
集

　

阿
南
市
活
竹
祭
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
時　
11
月
28
日
㈯　

午
前

９
時
～
午
後
３
時

開
催
場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん

駐
車
場
（
荒
天
時
は
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ

あ
な
ん
２
階
大
会
議
室
で
実
施
）

募
集
団
体　
市
内
在
住
の
方
で
、

地
元
伝
統
芸
能
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
８
組
（
大
人
の

部
３
組
・
子
ど
も
の
部
５
組
）

※
な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
出
演
者
を
決
定
し
ま
す
。

出
演
時
間　
１
組
10
分
以
内（
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
時
間
を
含
ま
な
い
）

申
込
方
法　
電
話
で
実
行
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
９
月
15
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ
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安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
へ

耐
震
化
が
進
ん
で
い
ま
す

■
耐
震
化
の
取
組

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
、
阿
南
第
一
中
学
校
で
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
平
成
26

年
度
末
現
在
の
耐
震
化
率
は
、
約

94
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
校
舎
改
築
工
事
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に
阿
南
中
学
校
の

校
舎
棟
の
改
築
が
完
了
し
、
現
在
、

屋
内
運
動
場
の
改
築
工
事
を
進
め

て
お
り
、
今
年
度
中
に
工
事
を
完

了
し
、
旧
屋
内
運
動
場
等
の
解
体

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
含
め
、
平

成
28
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

都
市
計
画
の
定
期
見
直
し
に
と

も
な
い
、
阿
南
市
の
都
市
づ
く
り

に
関
す
る
、
皆
さ
ま
の
意
向
を
把

握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
初
旬
に
市
内
在
住
の
３
千

人
を
対
象
に
調
査
票
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

が
届
い
た
方
は
、
本
調
査
の
主
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
無
作
為
に
抽
出
し
た
18
歳

以
上
の
男
女
３
千
人

回
答
期
限　
９
月
14
日
㈪

委
託
業
者　
昭
和
株
式
会
社

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
☎
22

－

１
５
９
６
）
へ

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納

期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
口
座
振
替
納
付
申
出
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印（
口

座
届
出
印
）
し
、
金
融
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

学校施設の耐震化の進捗状況
（平成27年３月31日現在）

学　校　数
全　棟　数

耐 震 補 強 が
必 要 と 見 込
ま れ る 棟 数

う ち Ｈ 27
実 施 予 定 分

（改築工事除く）

（棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡）

小学校 22校
校舎 51 54,921 1 326 0 0 
屋体 21 15,116 0 0 0 0 
計 72 70,037 1 326 0 0 

中学校 10校
校舎 26 38,801 2 912 0 0 
屋体 14 12,224 4 2,591 2 1,358 
計 40 51,025 6 3,503 2 1,358 

幼稚園 ９園
園舎 6 3,349 0 0 0 0 
計 6 3,349 0 0 0 0 

合　計 41校
・園

校舎 77 93,722 3 1,238 0 0 
屋体 35 27,340 4 2,591 2 1,358 
園舎 6 3,349 0 0 0 0 
計 118 124,411 7 3,829 2 1,358 

※中学校は、今後の改築予定の棟数も含んでいます。
※幼稚園は、耐震補強を完了しています。

募集期間　９月１日㈫～30日㈬
公表資料　「阿南市のネットワーク＋コンパクトシティを活用したまちづくり」（案）
公表場所　市ホームページ、各住民センター、那賀川支所、

まちづくり推進課（羽ノ浦支所１階）
意見を提出できる人　・市内に在住、在勤または在学の方

・市内に事務所または事業所を有する方
・市に納税義務を有する方

提出方法　様式は自由ですが、名前および住所を記入のうえ、まちづくり推進課に
提出してください。郵送、電子メールでも受け付けます。また、意見提
出用紙を公表場所に用意していますので、ご利用ください。
※なお、電話など口頭による受付はいたしません。

意見の公表　提出された意見は、名前、住所等の個人情報を除き、その内容を整理
して原則公表します。なお、意見等についての個別回答はいたしませ
んので、ご了承ください。

提出先・問い合わせは　〒779-1195　羽ノ浦町中庄なかれ16番地3　羽ノ浦支所１階
まちづくり推進課（☎22−1596）へ
toshikei@city.anan.tokushima.jp

「阿南市のネットワーク＋コンパクトシティを
活用したまちづくり」（案）についてのパブリック
コメント（意見募集）を実施します
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11
月
22
日
㈰
は

阿
南
市
長
選
挙
お
よ
び

阿
南
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
の
投
票
日

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
長
選

挙
お
よ
び
阿
南
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
11
月
15
日
㈰
に
告
示
さ
れ

11
月
22
日
㈰
（
伊
島
投
票
区
は
21

日
㈯
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会
等

　

阿
南
市
長
選
挙
お
よ
び
阿
南
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
に
対
す
る
説
明
会
等
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
立
候
補
届
出

等
に
必
要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　
10
月
16
日
㈮

市
長
選
挙　

午
前
10
時

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙　

午
後
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

研

修
室
う
め

■
立
候
補
届
出
書
類
等
の
事
前
審
査

日
時　
10
月
29
日
㈭　

午
前
９
時

～
午
後
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

研

修
室
う
め

■
立
候
補
届
出
の
受
付

日
時　
11
月
15
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－
３
７
９
１
）へ

～
農
家
の
皆
さ
ま
へ
～

稲
わ
ら
の
処
理
に
つ
い
て

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
大
雨
や
台
風
時
の
雨
水

と
共
に
水
路
に
流
れ
込
み
、
水
路

や
設
備
が
詰
ま
っ
た
り
、
漁
港
や

漁
場
に
お
い
て
は
漁
網
に
稲
わ
ら

が
詰
ま
る
被
害
な
ど
が
発
生
し
、

関
係
者
は
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
残

暑
厳
し
き
折
り
で
す
が
、
稲
刈
り

後
は
速
や
か
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕

耘
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－

１
５
９
９
）
へ

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○手作り作品３人展　１日㈫～13日㈰まで
○土筆の会 書道展　15日㈫～27日㈰
○私の陶芸何でこうなるの?　29日㈫～10月12日㈷

■体験コーナー
○ネックレスを作りましょう　

６日㈰　13:00～16:00
【申込締切日】５日㈯　【参加費】1,800円
【定員】10 人　【持参物】レース用かぎ針（あれば）

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジレッスン
13日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】11日㈮　【参加費】2,500円
【定員】10人　【持参物】はさみ（あれば）

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ９月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中！

「キャッチボールクラシック」とは９人で１チームを５人
と４人に分けて、リレー形式でキャッチボールを２分間に
何回できるかを競う競技です。
各カテゴリーの優勝・準優勝チームには、12月６日㈰に
岡山県倉敷マスカットスタジアムで開催される全国大会の
出場資格が与えられます。
日時　10月18日㈰　13:30～15:00
場所　あななんアリ―ナ（県南部健康運動公園内）
参加部門　 ▼小学生９人で編成のチーム

　 　 　 　 　 ▼中学生９人で編成のチーム
参加費　無料
申込方法　９月30日㈬までに、野球のまち推進課にお申

し込みください。
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

キャッチボールクラシック全国大会
徳島県予選出場チームの募集

基礎調査実施のご案内
徳島県では、９月初旬から平成28年３月末までの間、
上記の地区の土砂災害が発生する恐れのある箇所の調査
を実施します。
現地を調査する際に、徳島県が発行する身分証明書を携
帯した調査員が、皆さまの土地に立ち入りをさせていた
だくことがありますが、ご理解とご協力をよろしくお願
いします。
なお、調査結果については、後日、説明会などによりお
知らせする予定です。
基礎調査とは？ 
基礎調査とは、土砂災害防止法に基づき、土砂災害が発
生する恐れがある箇所の地形、地質等を調査し、土砂災
害の恐れがある危険な区域を把握するためのものです。
調査完了後、その区域について地元説明会や市長への意
見聴取を行い「土砂災害警戒区域」や「土砂災害特別警
戒区域」として指定します。

問い合わせは
徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当（☎24－4252）
徳島県県土整備部砂防防災課（☎088－621－2540）
阿南市建設部土木課（☎22－1595）へ

土砂災害防止法に基づく基礎調査を実施します
調査対象地区　椿町および福井町
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平成27年国勢調査を実施します
10月１日現在の皆さんの状況を回答してください

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

●平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描くうえで
欠くことのできないデータを得るために実施します。調査結果は、さまざ
まな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環
境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●国勢調査は、統計法によって、報告義務が定められています。
●調査票に記入していただいた内容は厳重に保護され、統計の作成に関連する目的以外に使用すること

はありません。
●「かたり調査」にご注意ください。調査員は「国勢調査員証」を携帯しています。

国勢調査員をよそおった不審な訪問者や電話など、不審に思った際には、回答しないで、速やかにコー
ルセンターまたは市へお知らせください。

調査員が訪問し、調査書類をお配りします、今回の調査では、先にインターネットでの回答を
受け付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して調査を行います。
紙の調査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出いただけます。

９月上旬から　調査員がおうかがいします

総務省・徳島県・阿南市

国勢調査については、「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査 2015 検索

■設置期間　10月31日㈯まで
■受付時間　8:00～21:00

（土・日・祝日にもご利用になれます）
※おかけ間違いのないようにご注意ください。

〈国勢調査コールセンター〉

0570-07-2015
（有料）

※市へのご連絡は企画政策課（☎22−3429）へ

インターネット回答は 調査票での回答は

９月10㈭日～20㈰日 10月1㈭日～7㈬日

スマホやパソコンでの回答が
可能に！

インターネット回答で回答
されなかった世帯の方
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申請対象者　農業者、農事組合法人、農事組合法人以外の農業生産法人、特定農業団体、その他農業者の組織する団
体、農業協同組合、農業サービス事業体、公社

助成内容
１．効率的機械利用体系構築事業

担い手を中心とした効率的な生産体制への転換に必要な農業機械等のリース導入経費および生産体制の転換に伴う
既存農業機械等の再利用、廃棄に要する経費を次の①～③まで助成をします。  

①機械・機器のリース導入にかかる経費を助成（本体価格１／２以内）
②機械・機器の再利用に要する経費を助成（１／２以内）
③機械・機器の廃棄に要する経費を助成（２万円以内）

２．高収益品目等導入支援事業　
効率的な高収益品目等への転換を図るための機械・設備のリース経費および高収益品目導入のための簡易な整備に
必要な資材購入経費、作業労賃に要する経費を次の④～⑥まで助成をします。   

④機械・機器・設備のリース導入にかかる経費を助成（本体価格１／２以内）
⑤生産基盤の簡易な整備に必要な資材の購入経費を助成（定額）
⑥補助暗渠等の施工に要する経費を助成（定額）

申請の主な要件
１．効率的機械利用体系構築事業

生産効率化プランを作成し認定を受ける必要があります。（①～③共通）
（プランの認定要件）

○５戸以上の農業者等が参加して作成すること
○機械を利用した作業を中心的に実施する担い手を決定すること
○効率化を図る作業について、全て担い手が実施する計画とすること
○生産効率化を図る品目の生産コストについて、地域平均と比較して少なくとも１割以上削減する目標を設定す

ること
２．高収益品目等導入支援事業

高収益プランを作成し認定を受ける必要があります。（④～⑥共通）
（認定要件）

○条件不利地域以外
・生産効率化プランを作成し、認定を受けること
・生産効率化プランに合意した農家のうち、機械利用の担い手以外の農家の６割以上が高収益作物に転換すること
○条件不利地域であって生産効率化プランを作成していない地域
・５戸以上の農家が参加または１ha以上の取組となること

申請方法　生産効率化プラン等を作成し、地域農業再生協議会（市農林水産課内）まで申請してください。
申請期限　10月30日㈮まで
問い合わせは　地域農業再生協議会（市農林水産課内☎22−0033）、ＪＡあなん担い手支援課（☎26−1812）、

ＪＡ東とくしま那賀川支所（☎42−0701）へ

攻めの農業実践緊急対策事業の申請について
国の ｢攻めの農業実践緊急対策事業｣ を活用し、各地域が一体となって効率的な産地への転換に向けた推進力が発揮
できるよう、効率的な農業機械の導入や既存機械の再利用等による機械利用体系の効率化によるコスト削減（１割減）
や高収益作物への転換などについて支援をします。

この地域のオヤニラミは、徳島県の天然記念物に指定されており、地域のシ
ンボル的生物です。長期にわたり、地域小学校や活動家による保全活動が行
われています。希少種を育む豊かな自然環境は、同時に平等寺などの文化を
育む環境でもあり、貴重な場所です。 （写真提供：徳島県立博物館）

「未来へつなごう！あなんのごっつい自然」を紹介　⑷

阿南市生物多様性ホットスポット　桑野川上流

広報あ な ん 2015.09　12



シリーズ　　マイナンバー制度

やむを得ない理由により、現在の住民票の住所で
「通知カード」を受け取ることができない場合は…。

平成27年10月から、市民の皆さま一人ひとりの住民票の住所へマイナンバー（個人番号）が、「通知カード」により通
知されます。しかしながら、次のようにやむを得ない理由により、現在の住民票の住所で通知カードを受け取ること
ができない場合は、現在お住まいの場所（居所）をご登録いただければ、そこに通知カードを送付することができます。

※①～③以外の方で、やむを得ない理由により住所地において通知カードを受け取ることができない方も対象となります。

② DV 等被害者

ドメスティック・バイオレン
ス（DV）、ストーカー行為、
児童虐待等の被害者の方で、
やむを得ない理由により、居
所へ避難していて、住所地に
おいて通知カードの送付を受
けることができない方

③ 長期入院・入所中の方

10月５日以降、長期間にわ
たって医療機関・施設等に入
院・入所することが見込ま
れ、かつ、入院・入所期間中
は住所地に誰も居所していな
いため、住所地において通知
カードを受け取ることができ
ない方

① 東日本大震災の被災者

東日本大震災により被災し、
やむを得ない理由により、居
所へ避難していて、住所地に
おいて通知カードの送付を受
けることができない方

登録申請を行うことができる人　登録対象者ならびにその法定代理人および任意代理人
　　　　　
　※登録対象者が15歳未満の方または成年被後見人である場合は法定代理人で、
　　児童虐待等の被害者の場合は、児童相談所長または被害者の監護にあたる児童
　　福祉施設の長、里親もしくはファミリーホーム事業を行う方

受付期間　９月25日㈮まで

登録方法　「居所情報登録申請書」に必要事項を記入、押印のうえ、登録対象者の「本人確認書類」および「居
所に居住することを証する書類」を添付し、市民生活課に提出または郵送してください。居所情報登
録申請書は、市役所および各支所・住民センターの窓口に備え付けているほか、阿南市ホームページ
からダウンロードすることができます。なお、代理人が申請する場合は、「代理人の代理権を証明す
る書類」および「代理人の本人確認書類」の添付も必要です。

「本人確認書類」… 住民基本台帳カード、運転免許証、身体障害者手帳など１点、
または、健康保険等の被保険者証、社員証、学生証、預金通帳など２点

「居所に居住することを証する書類」 … 賃貸契約書、公共料金の領収書、施設入所契約書など
「代理人の代理権を証明する書類」 … 法定代理人の場合は戸籍謄本など

任意代理人の場合は本人の委任の事実を確認できる書類

ご留意ください　郵便局に転居届を出されていても受け取ることができない可能性がありますので、居所での受
け取りを希望する方は、登録申請を行ってください。

申請先・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　市民生活課（☎22−1116）へ

居所情報（現在お住まいの場所）の登録申請方法

13　広報あ な ん 2015.09
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美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て
〜
下
水
道
〜

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

連
載
㉘下

水
道
の
日

　

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

で
す
。
立
春
か
ら
数
え
て
２
２
０

日
目
に
あ
た
る
9
月
10
日
は
「
二

百
二
十
日
（
に
ひ
ゃ
く
は
つ
か
）」

と
呼
ば
れ
、
大
雨
に
注
意
す
る
日

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

下
水
道
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で

あ
る
雨
水
排
除
に
通
じ
る
と
さ
れ
、

下
水
道
の
普
及
促
進
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
「
下
水
道
の
日
」
と
し
て
こ

の
日
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
下
水

道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
方
も
、
ま

だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
下

水
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

　

下
水
道
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
や

事
業
所
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
処

理
し
、
き
れ
い
に
し
て
河
川
に
放

流
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
下
水
道
に

接
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
衛

生
化
や
、
川
や
海
の
汚
染
防
止
が

促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽

の
維
持
管
理
の
負
担
が
な
く
な
り
、

手
軽
に
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
接
続
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、「
美
し
い

あ
な
ん
」
へ
の
近
道
で
す
。
供
用

開
始
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

に
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

既
に
接
続
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

下
水
道
が
十
分
に
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
お
一
人
お
一
人

に
気
を
つ
け
て
使
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

食
べ
残
し
や
廃
油
、
毛
髪
な
ど

は
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
排
水
管
の
詰
ま
り
や
処
理
の

際
の
負
担
増
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

下
水
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22

－

１
７
９
６
）
へ

平
成
27
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と

し
て
指
定
を
受
け
る
に
は
、（
公

財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

証
」
を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
８
日
㈰　

午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所　
徳
島
健
康
科
学
総
合
セ
ン

タ
ー
１
階　

会
議
室

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

申
込
書
配
布
場
所

・
下
水
道
課
（
新
庁
舎
６
階
）

・（
公
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー

・
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

 

〒
７

７
１

－

０
１
３
４　

徳
島
市
川

内
町
平
石
住
吉
２
０
９
番
地
５　

（
公
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
８

－

６
２
４

－

７

９
５
０
）
へ

平成26年度 富岡町の下水道接続状況（累計）

工
事
は
、
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
下
水
道
課
で

確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

下水道マスコットキャラクター「スイスイ」

420 

440 

460 

480 

500 

520 

540 

件数　560 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平 成 26 年
度の接続率
は 48.0 ％
でした。

那賀川流域をサイクリングする大会の参加者を募集します。

開催日時　10月４日㈰　9:10スタート（受付8:00～）
　　　　　※小雨決行
エントリー種目
【Ａコース115㎞】 那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→

細野橋南岸→道の駅鷲の里→阿南鷲敷
日和佐線→もみじ川温泉→那賀町木沢
支所折り返し

【Ｂコース48㎞】 那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→細野橋南岸→道の駅鷲の里→阿南鷲敷日和
佐線→徳島森林づくり推進機構前折り返し

参加資格　Ａコースは６時間以内、Ｂコースは３時間以内で完走できる方（未成年者は保護者の同意
が必要です。）

定員　500人（申込み受付順）　参加料　大人4,000円　中・高校生3,000円
申込締切日　９月14日㈪（必着）　
申込方法等　くわしくは市ホームページをご覧になるか、大会事務局へお問い合わせください。
問い合わせは　那賀川流域センチュリーラン大会事務局（スポーツ振興課内☎22－3394）へ

第26回	那賀川流域センチュリーラン参加者募集
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●教育長報告
　①学校訪問を終えて
　②管理職登用審査状況について
　③市Ｐ連球技大会結果について
　④台風11号の被害状況について
●阿南市スポーツ推進委員の委嘱について（スポーツ振興課）
●平成27年度阿南市体育祭について（スポーツ振興課）
●平成27年度学校給食基準給食費について（学校給食課）

※定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。
くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

７月定例会（７月22日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）参
加
資
格

審
査
申
請【
追
加
申
請
】の
受
付

　

平
成
27
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

平
成
27
年
３
月
に
定
期
受
付
を
さ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
９
月
1
日
㈫
～
30
日

㈬
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
建
設
工
事
の
業
種
に
つ

い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事
が
実

施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受
け
る

べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
電
子
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参

加
す
る
に
は
機
器
等
の
準
備
が
必

要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

　

９
月
21
日
㈷
～
30
日
㈬
は
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
の
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
季
節
は
気
温
の
寒

暖
差
が
激
し
く
、
体
調
を
崩
し
が

ち
で
す
。
体
調
管
理
に
も
気
を
配

り
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　 数
死　 者
負 傷 者

226件（1,400）
0人（       1）
34人（   176）

救 急 件　 数
搬送人員

286件（1,959）
280人（1,879）

火 災 件　 数
損 害 額

1件（  19）
4,489千円（9,899千円）

●阿南署管内平成27年７月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

実施日 受付時間 実施場所

10月 1日㈭ 10:00～15:00 那 賀 川 支 所

2日㈮ 10:00～15:00 羽 ノ 浦 支 所

5日㈪
10:00～12:00 加 茂 谷 公 民 館

13:00～15:00 長 生 公 民 館

6日㈫　
10:00～12:00 桑 野 公 民 館

13:00～15:00 新 野 公 民 館

7日㈬

11:00～12:00 椿泊漁業協同組合

13:00～14:00 椿 公 民 館

15:00～16:00 福 井 公 民 館

8日㈭ 10:00～15:00 橘 公 民 館

9日㈮ 10:00～15:00 見 能 林 公 民 館

13日㈫ 10:00～15:00 ひ ま わ り 会 館

11月11日㈬ 10:00～15:00 ひ ま わ り 会 館

問い合わせは　徳島県立工業技術センター
（☎088－669－6369）
または
商工観光労政課（☎22－3290）へ

取引および証明に使用する
「はかり」をお持ちの方は、
計量法に基づく定期検査を
受けてください。

はかりの
定期検査○アイランドリーグ公式戦

徳島対ソフトバンクホークス
５日㈯　13:00～　

○中四国身体障害者野球大会
　６日㈰　8:30～

○四国高専交流大会
　12日㈯　8:30～

○徳島県高校野球秋季大会
　19日㈯～23日㈬、26日㈯、27日㈰　8:30～

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

９月の日程
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輝
い
た
瞬
間

阿
南
の
夏
ま
つ
り

【フォトリポート 阿南の夏まつり】



　

７
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
阿
南
の
夏
ま
つ
り
。
期
間
中
、
約
８

万
５
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

開
幕
式
で
は
、
岩
浅
市
長
と
俳
優
の
原
田

大
二
郎
さ
ん
、
阿
南
署
の
警
察
官
が
セ
グ

ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
登
場
し
、
富
岡
小
学
校

の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
先
頭
に
各
種
団

体
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
祭
り
の
始
ま
り

を
告
げ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
会
場
の
牛
岐
城

趾
公
園
な
ど
で
は
、
阿
波
踊
り
の
競
演
を

は
じ
め
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
に
会
場
は
熱
気
の
渦

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
光
マ
ン
ダ
ラ

ド
ー
ム
や
光
の
切
り
絵
さ
ん
ぽ
道
、
阿
波

踊
り
竹
人
形
な
ど
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
演

出
も
祭
り
を
彩
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
大
花
火
大
会
で
は
、
阿
南
の
夜
空
に
大

輪
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
阿
南
が
熱
く
燃

え
、
人
々
が
輝
い
た
３
日
間
で
し
た
。



倒れている人を発見したら!!心肺蘇生法

呼吸の確認３

助けを呼ぶ２意識の確認１

人工呼吸５
口対口　２回
鼻をつまみ１回
１秒かけて胸が
上がるのが見え
るまで吹き込む

胸骨圧迫４
30 回、
胸の真中を
１分間に100回
以上の速さで
５㎝以上押す。

胸と腹の動き
を10秒以内で
確認

119 番
ＡＥＤを！

大丈夫ですか？

AED６
電源ボタンを押し音声メッセージに従って
ください。

6-1
電極パッドを貼り付ける。 6-2

誰も触れていな
いことを確認。

6-3
除細動を行う。

ショック後、胸骨圧迫を行い
心肺蘇生法を再開する。
「救急隊が交代します」と言
うまで、または何らかの動き
や 応答が出現するまで心肺
蘇生を継続してください。

救急安心
カ ー ド

火災・救急は 119
（０８８４）２２－９９９９火災・救急病院の問合せ

（テレホンサービス）

記入年月日：年月日
本人氏名性　別

住　所徳島県阿南市　　　　　町

電　話

生年月日血液型

救急安心カードをご活用ください。
問い合わせは　消防本部（☎22－1120）へ

指令員による口頭指導に従って
落ち着いて行動してください。

胸の右上

胸の左下

点灯
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東 京アラカルト

６月24日、富岡西高校の修学旅行生と東京
牛岐会（富岡西高校の関東地区の同窓会）が
東京品川で一堂に会し、職業観をはじめ、将
来の進路選択等について語り合い、先輩・後
輩との交流を深めました。
この交流会は、高校の公式行事として修学旅
行生260人全員が参加することもあって、東
京牛岐会の事務局を務める戸谷涼賀さん、松
田浩行さん、二階透浩さんの３人が奔走し、
首都圏に在住する卒業生約60人を集めて実
現にこぎ着けました。

冒頭、東京牛岐会の吉形孟美会長が、「諸君には、富岡西
高校で培った自信と誇りをもってこれからの人生に立ち向
かっていってもらいたい」とあいさつしました。次に、卒
業生を代表して４人（久田耕資さん、太田紀子さん、大上
賢一郎さん、酒本昇尚さん）が自分たちの人生経験をスピー
チし、そのあと、各グループに分かれて卒業生と修学旅行
生とが語り合いました。
４人の卒業生のうち太田紀子さんのスピーチを紹介します。

「皆さん、私に関係のある数字、78って、何だと思いますか？『78』
は、私の高校時代の英語の点数です。100点満点ではありません。
200点満点での成績です。そんな私は高校卒業後、日本の大学の
英米文学科に入学。専門課程に上がるタイミングでインディアナ
州立大学政治学部に編入し、卒業後ロンドン大学大学院で国際政
治学を学び修士号を取得しました。
あの時の78点は、何を意味していたのでしょうか？ 78点は、そ
の時の私を映し出していたことに間違いはありませんが、それは
成長過程の一瞬を切り取った『写真』のようなもので、その後の人生を決めるものではなかったというこ
とです。大切なのは、そういう事実・現実を踏まえながら自分の歩むべき方向を見定め、一歩を踏み出す
勇気を持つということです。皆さん、今の点数、今の勉強の苦手が未来永劫続くとは思わないでください。
可能性は自分が自分にふたをしたときにだけ閉ざされます。自分が心底やりたいと思うことがあり、努力
し続けていくならば、何らかの道は開けます。良かったとしても悪かったとしても、少なくとも自分に納
得のいく結果を得ることができると思います。皆さんには、自らの可能性にふたをせず、とことんやる勇
気を持ってもらいたいと思って、この場に立たせていただきました」

「富岡西高校修学旅行生と
東京牛岐会との交流会」

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍する

阿南市出身の方々などを紹介するコーナー

Vol. ４

Vol. １
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ニュースオアシス

地元出身北原選手から直接指導
バレーボール教室が開催される

新野中学校体育館で、チャレンジリーグでプレ
ーするトヨタ自動車ヴァルキューレ（愛知県豊
田市）を招いたバレーボール教室が開催され、
約70人が参加しました。トヨタ自動車には、
地元新野町出身の北原美和子さん（20歳・左写
真）が所属しており、「この体育館でバレーボー
ルを始めました。教える立場として、自覚を持
って取り組みたいです」と、熱心に指導してい
ました。

7/26

7/19
屋内多目的施設が完成
愛称は「あななんアリーナ」に決定

阿南市が県南部健康運動公園（桑野町）内に建
設を進めていた屋内多目的施設が完成し、公募
していた施設の愛称は「あななんアリーナ」に
決定しました。完成を祝って落成式が行われ、
来賓の方や地元住民など約500人が参加。テー
プカットの後、ダンスや阿波踊りなどが行われ
ました。また、ＪＡアグリあなんスタジアムで
は少年野球大会が開催されました。
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合併10周年を記念して、市内22の小学校から
選出された子ども議員23人（６年生）による「阿
南市子ども議会」が、市役所仮議場で開催され
ました。子ども議員は、「ぼくたちわたしたち
が暮らしたい未来の阿南市」をテーマに、自ら
が考えたことを質問し、市長や教育長、部長が
答弁しました。子どもたちにとって、郷土のこ
とについて考える貴重な経験になりました。

模擬議会を通じて、子どもたち
の郷土愛を育む

8/3

ＪＲ牟岐線で地震・津波避難
誘導訓練が実施される

列車運行中に地震が発生し、津波警報が発表さ
れたことを想定した避難誘導訓練が実施され、
阿南中学校の生徒など約150人が参加しました。
訓練では、地震警報を受報後、列車が緊急停車。
乗務員が非常用はしごや脱出シューターなどを
使用し乗客を車外へ脱出させ、最寄りの指定避
難場所の阿南中学校まで誘導しました。本訓練
は、四国旅客鉄道株式会社が主催しました。

7/31

こども甲子園
元気いっぱいに白球を追う

第３回少年野球全国大会（主催：野球のまち阿南
推進協議会）がＪＡアグリあなんスタジアムなど
で開催されました。本大会には、北は北海道から、
南は沖縄県まで全国から24チームが参加し、子
どもたちは元気いっぱいに白球を追っていました。
なお、決勝戦では、一宮ウイングス（岡山県）が
今津少年野球部（那賀川町）を７対０で破り、栄
えある優勝に輝きました。

7/27

ぴちぴち鮮魚のつかみ取りに挑戦

海辺で夏のひと時を楽しむ「たちばな海遊祭り」
が中浦緑地公園で開催されました。鮮魚のつか
み取りや橘湾を漁船で周遊するクルーズなど、
海にちなんだ催しに約1000人が来場しました。
友達と一緒に来ていた脇田優成くん（12歳・
橘町）は、「毎年来ています。魚のつかみ取り
が楽しみです。おばあちゃんに大きい魚取って
きてよと言われています」と話していました。

8/2
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あなんカルチャー

とある国の殿さまに唐の国からおくられたのは…。
大きなからだのゾウ、“ 九郎衛門 ” がわたしたちに
教えてくれる「優しい心」や「勇気」。
あたたかなストーリーをお楽しみください。
日時　11月21日㈯ 　18:00開演（予定）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席指定】

Ｓ席　 4,500円
Ａ席　 4,000円
車椅子席 　4,000円
親子席　 4,000円
補助席 3,000円

※3歳未満の方は入場はご遠慮ください。
チケット発売日　9 月 12 日㈯　8:30 ～

※電話での受付は10:00～
チケット販売場所　情報文化センター
※購入枚数は、１人１回につき５枚まで
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	劇団四季ファミリーミュージカル
　	「むかしむかしゾウがきた」チケット発売！

小さい子どもから大人まで幅広く楽しめるアニメソ
ング、クラシック、演歌などをお楽しみください。
日時　10月17日㈯ 　14:00開演（予定）
場所   コスモホール（情報文化センター）　
入場整理券配布開始日　9月17日㈭
配布場所　情報文化センター、文化会館、市民会館、

各住民センター、各市立図書館ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	あなんオータムコンサート
　	「陸上自衛隊音楽隊演奏会」

第44回阿南市文化祭が、10月22日㈭～11月10日㈫
に開催されますのでご出品ください。
美術展作品
出品資格者　市内在住・出身または市と関係の深い
方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。
■日本画…６号～50号で、額装か表装（アクリルも不可）
■洋画…６号～50号で、額装（50号は縦額のみ）
■書道…半切以下で表装か軸仕立て（縦額のみ）
■写真…半切から全紙まででフスマ張り
■彫塑・工芸・デザイン…１ｍ×1.5ｍ未満、高さ
１ｍまでで、展示にふさわしいように仕立てること。
出品点数　原則１人１点（ただし、写真、彫塑・工
芸・デザインは２点まで可）
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。初めて出
品される方は、会費と入会金の2,500円が必要です。
作品の受付・搬入場所と日時　文化会館　研修室
10月25日㈰　9:30～12:00のみ
俳句・短歌作品
出品点数　・俳句…当季（秋）雑詠２句
　　　　　・短歌…１首
※俳句、短歌ともに未発表のものに限ります。
出品方法　はがきに住所、氏名、電話番号を記入の
うえ、俳句・短歌ともに９月11日㈮までに、文化振
興課［俳句係］または［短歌係］までお送りください。
出品・問い合わせは　〒 774-0030　富岡町西池田
135 番地 1　文化振興課（☎22－1798）へ

■	阿南市文化祭　出品作品の募集
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０
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ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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の
あ
る
家
も
少
な
く
な
い
。
出
勤
し

て
も
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
な
い
か
ら
家
職
に

精
励
で
き
る
。

　

家
職
に
よ
る
収
入
の
差
は
大
き
い
が
、

以
下
、
何
件
か
を
紹
介
し
よ
う
。

　

白
川
・
吉
田
（
神
祇
伯
）、
二
条
・
冷
泉
・

飛
鳥
井
（
和
歌
）、
高
辻
・
坊
城
（
文
章

博
士
）、
清
水
谷
・
持
明
院
（
能
書
）、
綾

小
路
・
四
辻
（
神
楽
）、
四
辻
・
大
炊
御

門
（
楽
・
和
琴
）、
伏
見
・
西
園
寺
（
琵
琶
）、

徳
大
寺
・
久
我
（
笛
）、
花
山
院
・
清
水

谷
（
笙し

ょ
う

）、
綾
小
路
（
シ
チ
リ
キ
）、
飛
鳥

井
・
難
波
（
蹴け

鞠ま
り

）、
三
条
・
山
科
（
装
束
）、

安
倍
（
陰
陽
道
）、清
原
・
中
原
（
外
記
・
史
）。

　

右
は
一
例
だ
が
、
家
に
よ
っ
て
収
入
の

差
は
大
き
い
。
た
と
え
ば
白
川
家
・
吉
田

家
は
神
主
に
位
を
与
え
る
家
で
、
権
威
は

高
く
収
入
も
多
い
。
吉
田
官
位
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
ふ
れ
た
い
。

　

現
在
の
家
元
制
度
や
類
似
制
度
を
念
頭

に
お
い
て
読

む
と
理
解
し

や
す
い
だ
ろ

う
。（終

わ
り
）

浅草　流鏑馬行事の公家行列

23　広報あ な ん 2015.09



　

今
で
は
同
じ
よ
う
に
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
を
楽
し
む
お
母
さ
ん
た
ち
と

出
会
う
機
会
も
増
え
た
ほ
か
、
友

達
が
開
い
て
い
る
パ
ン
屋
に
作
品

を
置
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
た
く

さ
ん
の
方
に
手
に
と
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

作
品
は
、
同
じ
も
の
を
量
産
す

る
の
で
は
な
く
、
世
界
に
一
つ
だ

け
の
も
の
を
作
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
品
を
届

け
た
時
、
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
こ
と

が
私
に
と
っ
て

幸
せ
で
あ
り
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
に
う
ち
込
む
力
の

源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
を
し
て
、
母
親
に
な
っ
て
、

夢
中
に
な
れ
る
も
の
が
で
き
ま
し

た
。
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
を
始
め
る
き

っ
か
け
を
く
れ
た
娘
た
ち
に
感
謝

で
す
し
、
そ
ん
な
私
を
何
も
言
わ

ず
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
主
人

や
両
親
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
那
賀
川
町
の
東 

佐
緒

利
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

 

森　

ゆ
き
子

薄
紅
の
「
太
郎
冠
者
」
な
る
椿
花
名
に
似
ず
は
ん
な

り
蕾
開
け
る

佳
作　
　
　
　
　
　

 

兼
任
ゆ
き
子

こ
の
一
言
い
っ
て
終
へ
ば
お
し
ま
い
と
黙
し
ゐ
る
時

く
ち
な
し
匂
ふ

佳
作　
　
　
　
　
　

 

程
野　
　

茂

中
卒
で
指
物
大
工
の
道
に
入
り
嫁
ぐ
姉
へ
の
楠く

す

簞だ
ん

笥す

贈
る

佳
作　
　
　
　
　
　

 

井
上　

正
恵

手
を
振
れ
ば
ガ
ラ
ス
の
外
の
ト
ラ
猫
は
さ
ら
に
一
声

ニ
ャ
ー
と
人
恋
う

佳
作　
　
　
　
　
　

 

松
本
加
代
子

冬
空
の
冴
ゆ
る
樹
林
を
朝
の
鳥
鳴
き
つ
つ
飛
べ
ば
こ

こ
ろ
あ
か
る
も

佳
作　
　
　
　
　
　

 

久
積
多
美
子

フ
ェ
ン
ス
の
下
を
つ
つ
つ
と
鳩
の
雛ひ

な

む
ね
の
柔や

わ

毛げ

を

圧
す
朝
ぐ
も
り

佳
作　
　
　
　
　
　

 

勢
井　

恒
子

苗
代
水
奔は

し

る
岸
辺
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
咲
く
一
群
を
残
し

草
刈
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

藤
崎　
　

稔

焼
酎
に
政
局
気
炎
あ
げ
に
け
り

　

私
に
は
７
歳
と
４
歳
の
娘
が
い

ま
す
。
上
の
子
を
授
か
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
昔
か
ら
苦
手
だ
っ

た
裁
縫
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
、

手
作
り
の
お
む

つ
入
れ
や
巾
着
、

フ
ェ
ル
ト
で
作

っ
た
お
ま
ま
ご

と
グ
ッ
ズ
な
ど
、

娘
の
成
長
に
役

立
つ
も
の
を
毎

日
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
後
、
ち
ょ
っ
と

し
た
裁
縫
が
、
い
つ
の
間
に
か
本

格
的
な
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
独
学
で
バ
ッ
グ
や
財

布
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
人
目

も
産
ま
れ
、
育
児
に
追
わ
れ
る
忙

し
い
毎
日
で
し
た
が
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

田
中　

千
香

夏
菊
や
子
の
名
を
呼
び
て
墓
に
友

　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

君
子

萬
緑
を
さ
ら
に
深
め
し
雨
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

峯
子

行
水
の
児
ら
は
し
ゃ
ぎ
た
る
水
し
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田　

知
睦

ほ
ど
ほ
ど
の
老
い
の
暮
ら
し
に
百
合
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　
　

郁

潮
の
香
を
ま
と
う
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
け
り宮

田　

春
子

眠
り
か
ら
さ
め
た
児
泣
か
す
遠
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野　

早
苗

す
き
や
門
潜
れ
ば
見
え
る
花
菖
蒲

奥
田　

久
女

笹
百
合
の
朱
の
色
散
ら
す
伊
島
か
な

岡
本　

隆
子

水
打
っ
て
今
日
一
日
を
穏
や
か
に

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

 

酒
本　

耕
造

並
び
ま
す
昔
配
給
今
グ
ル
メ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
野　

智
子

倹
約
が
口
癖
だ
っ
た
母
想
う

　
　
　
　
　
　
　
　

 

原　

公
美
子

お
互
い
に
少
し
抜
け
て
て
馬
が
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　

 

野
村　

敏
子

ど
の
色
を
足
し
て
も
呼
吸
今
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

持
木　

寿
栄

誕
生
日
胸
が
躍
っ
た
包
装
紙

492

市
民
文
芸

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

横見町
早川 恭子さん
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  3日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  9日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
10日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

11日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

17日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
18日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

24日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

９月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

阿南市立図書館だより
９月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿 南 図 書 館
9:00～18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 休 休 ☆ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　12日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は20日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00

Let’s enjoy
としょかんライフ

保存期限が過ぎた雑誌を、無料でお譲りします。
どうぞご利用ください。

日時：10月１日㈭～11日㈰　開館時間内
　　　※無くなり次第終了します。
場所：阿南図書館　　車庫
　　　那賀川図書館　市民ギャラリー
　　　羽ノ浦図書館　児童閲覧室
種類：各館が所蔵していた、保存期限の過ぎた雑誌
　　　（平成24年１月～12月までの雑誌）
　　　※図書館によって雑誌の種類等は異なります。

雑誌のほかに、お持ち帰りいただける本もご用意していま
す。
お持ち帰り用の袋はご持参ください。
多くの方にご利用いただきたいので、
一人一袋とさせていただきます。
袋の大きさは問いません。　
雑誌、本の転売はご遠慮ください。

雑誌リサイクル開催！
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

歴史講演会の開催 
台風11号のため延期していました歴史講
演会を開催します。講師に戦国時代の阿波
を生き抜いた佐々木氏の末裔、西條陽一さ
んをお招きします。
日時　９月６日㈰　13:00～15:00
場所　羽ノ浦公民館１階　大ホール
講師　平成24年度とくしま学博士
　　　西條陽一さん
演題　佐々木氏の動向と戦国時代の阿波
　　　※質問コーナーもあります。
問 羽ノ浦歴史サークル　徳川
　 （☎44－2575）へ

滑竹祭vol.４ 夫や恋人との関係を考える講座 
日程　９月20日㈰　
　　　※雨天の場合は21日㈷に延期
10:45～　開会式
11:00～12:00　スケートスクール
12:00～12:30　スラックライン体験
12:40～　スケートコンテスト
16:00～　閉会式
16:30～18:00　パーク開放（フリーセッ

ション）
スクール受付時間　10:00～10:30
コンテスト受付時間　10:00～12:00
場所　羽ノ浦健康スポーツランド
　　　スケートボード場
持参物　スケートボード、プロテクター
参加費　コンテスト　1,000円　
　　　　スケートスクール　無料
※くわしくは、ブログをご覧ください。
問 阿南スケートボード協会　萩野
　 （☎090－5276－2508）へ

夫や恋人とうまくいっていない。怖いと思
うことがある…。このように感じる方、夫
や恋人との関係を見つめ直してみません
か。
対象　女性
日程　９月３日㈭、17日㈭　10:00～12:00
場所　南部こども女性相談センター（阿南保

健所）
内容　①なぜ夫や恋人とうまくいかない
の？どうして怖いの？②夫婦や恋愛におけ
る「コントロール関係」とは？③どうすれ
ば「コントロール関係」から抜け出せるの？
定員　８人　　参加費　無料
申込締切日　９月２日㈬
問 徳島県南部こども女性相談センター
　 （☎24－7115）へ

徳島航空基地公開のお知らせ
徳島航空基地開隊57周年記念行事に合わ
せて、下記のとおり、基地を一般公開しま
す。ご来場をお待ちしています。
日時　９月19日㈯　9:00～15:00
場所　板野郡松茂町住吉字住吉開拓38番地
内容　開隊57周年記念式典（ファンシー

ドリル、阿波おどり大使による１日
群司令）、飛行展示、航空機地上展示、
シミュレーター体験飛行、広報館・
記念館公開、模擬店：飲食、航空グ
ッズ販売等

問 海上自衛隊徳島教育航空群司令部広報室
　 （☎088－699－5111　内線3234）へ

就職につながるパソコン講座plus
日本マイクロソフト㈱と協働したパソコン
講座で基本操作を学び、心理学を応用した
プログラムでワークライフに役立つコミュ
ニケーションのポイントを学びます。また、
予約制で若者の就労相談も行っています。
対象　義務教育終了後15～39歳までの無

業の方　※学生不可
日程（事前にご予約ください）
ワード　９月15日㈫、16日㈬　
　　　　13:00～16:00
エクセル　９月29日㈫、30日㈬
　　　　　13:00～16:00
コミュニケーション講座
　　　　10月１日㈭　13:00～14:30
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
受講料　無料
定員　各講座５人　　
※コミュニケーション講座のみの受講も可
能です。

申込締切日　各講座とも前日まで
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　９月26日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許

可などの許認可手続き、相続な
どについて

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 （☎26－1157）へ

講演会
「SNSの中にいる子どもたち」
～ネット依存・スマホ・LINE～

今、子どもたちのネットでのトラブルが問
題になっています。あなたのお子さん、お
孫さんは大丈夫ですか。子どもたちの現状
を知り、これからどうかかわったらいいか
を一緒に考えましょう。
日時　９月12日㈯　13:30～15:30
場所　文化会館　視聴覚室
講師　エンジェルアイズ代表
　　　遠藤美季さん
参加費　無料
問 今と未来のおとなネットワーク　
　 阿部（☎28－0559）へ

弁護士によるＢ型肝炎特措法
説明会・無料相談会
日程　９月12日㈯　　　
場所　文化会館１階　工芸室　
●講演　13:30～15:00
「Ｂ型・Ｃ型肝炎の最新治療」 
講師　徳島赤十字病院、日本肝臓学会専門

医　野々木理子さん
●Ｂ型肝炎ウイルス感染者の救済のための
特別措置法説明会・個別相談会 （全国Ｂ型
肝炎訴訟大阪弁護団）
15:15～17:00（受付16:00まで）
※入場無料、申込不要
問 弁護士　真鍋直樹（全国Ｂ型肝炎訴訟
大阪弁護団）（☎06－6110－9789）へ
Ｂ型肝炎訴訟の相談　全国Ｂ型肝炎訴訟大
阪弁護団（06－6647－0300）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集 
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　９月１日㈫～10月５日㈪
●CAD機械科（６カ月）
訓練期間　11月２日㈪～
　　　　　平成28年４月27日㈬
●住環境計画科（６カ月）
訓練期間　11月２日㈪～
　　　　　平成28年４月27日㈬
●構造物加工技術科デュアルコース
　（７カ月）
※概ね40歳未満の方対象
訓練期間　11月２日㈪～
　　　　　平成28年５月30日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

「あなん健康増進ロード」
を歩こう（体育祭行事）

日程　９月12日㈯　※少雨決行
集合　9:30　夢ホール駐車場
　　　コース説明等終了後、出発
解散　12:00頃　阿南駅前
　　　昼食時間は設けません。
コース　夢ホール～市役所～アピカ～スポ
ーツ総合センター～皇子神社～阿南駅
（約７キロ）※平坦な道です。
参加料　300円　小学生以下無料
持参物　飲み物、健康保険証、雨具など
※歩きやすい服装、履きなれた靴でご参加
ください。

※万一の事故の際は、応急処置および傷害
保険（主催者加入）の範囲内の保障しか
できません。

問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。11月号の締め切りは９月30日㈬です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

身近な薬草展示交換会

永住者の方へ

日時　９月12日㈯　9:30～16:00
場所　道の駅公方の郷なかがわ
内容　 ▼各地の主要な薬草・藥木の展示 ▼

薬草・藥木の有料苗・健康茶などの販売コ
ーナー ▼苗ものなどの無料配布（先着順）

▼薬草栽培に関する相談コーナーなど
問 徳島県薬草協会阿南支部栽培クラブ
　 松下（☎28－1420）へ

スポーツいきいき交流イベント
日時　10月４日㈰　9:30～11:30
場所　那賀川スポーツセンター
内容　親子の運動遊び・キックバイク体験、

ニュースポーツ・昔遊び、格闘技エ
クササイズ、健康体操など

参加費　無料
持参物　室内用のシューズ
※動きやすい服装でお越しください。
問 Rex なかがわ事務局（那賀川スポーツ
センター内☎42－0390）へ

生涯現役実現セミナーの開催
内容　年金制度の基本的な仕組みと定年後

の職業生活設計について
対象者　在職中か求職中の方
日時　９月16日㈬　14:00～16:00
場所　阿南市商工業振興センター　１階
　　　地域産業開発室
参加費　無料
申込方法　次の問い合わせ先に電話で開催

日の５日前までに申し込んでくだ
さい。

問 徳島県経営者協会
 　（☎088－625－7701）へ

在住外国人のための日本語教室
日程　10月～平成28年３月　毎週日曜日
場所　富岡公民館　講師　三好晴子さん
参加費　1,000円（半期20回分）
教材　「みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ」
　　　各2,700円（税込）
※各自で準備してください。
申込方法　電話または電子メールでお申し

込みください。
※スペイン語、中国語、英語教室も開催し
ています。
問 阿南市国際交流協会（☎44－6652）へ
E-mail himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

永住者の方の「外国人登録証明書」は、
2015年７月８日をもってすべて有効期間
が満了しています。まだ「在留カード」を
お持ちでない永住者の方は、至急最寄りの
地方入国管理局等で在留カードの交付の申
請を行ってください。

特別永住者の方へ
「外国人登録証明書」の次回確認（切替）
申請期間」の始期が 2015 年７月８日ま
での方は、同日をもって「外国人登録証明
書」の有効期間が満了しています。まだ「特
別永住者証明書」をお持ちでない特別永住
者の方で、上記証明書をお持ちの方は、至
急、居住地の市区町村役場で特別永住者証
明書の交付の申請を行ってください。
くわしくは、www.immi-moj.go.jp/eiju/
index.html をご覧ください。
問 外国人在留総合インフォメーションセンター
　 （☎0570－013904）へ

ジャズ＆フラ
夢のダンスコンサート

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

フレンズ（ジャズダンスクラブ）とハーラウ
･ナニ･アイカネアナン（フラ）、シーズ（知
的障害者更生施設）によるダンスの発表会
を開催します。存分にお楽しみください。
なお、ケイキフラ（子供フラ）も同時募集
します !!
日時　９月27日㈰　
　　　開演13:00～（12:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
※入場無料
問 浦田晴子（☎090－2780－2536）へ

徳島ままブラス
anan maman メンバー募集
眠ったままの楽器をお持ちの方！管打楽器
でメンバーを大募集します！ママさんブラ
スで一緒に音楽を楽しみませんか？
練習日時　毎週土曜日　18:00～21:00
練習場所　見能林公民館
参加費　毎月2,000円
申込方法　メールでお申込みください
　　　　　anan_maman@yahoo.co.jp
※合奏の日は託児コーナーあり
問 徳島ままブラス anan maman
　 池上（☎090－8976－2433）へ
http://ananmaman.wix.com/anan-maman

「ひとり親家庭ふれあいキャンプ
2015」参加者募集
対象　ひとり親家庭の親子
　　　（子どもは３歳以上中学生以下）
日時　10月24日㈯、25日㈰（１泊２日）
場所　国立淡路青少年交流の家ほか
内容　有名シェフの指導を受け、本格的な

ディナー料理に挑戦、ストーンペイ
ンティング、ドッジボールなど

参加費　大人4,000円、子ども3,500円
定員　20組（申込多数の場合は抽選）
申込締切日　10月２日㈮
問 （公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
 　（☎088－654－7418）へ

阿南中学校吹奏楽部
定期演奏会

県立南部テクノスクール
受講生・訓練生の募集

元気いっぱいの演奏と楽しいパフォーマン
スをお届けします。
日時　９月13日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
曲目　朝の連続テレビ小説メドレー、
　　　J-POPメドレーほか
※入場無料。抽選会もあります。

問 阿南中学校（☎22－0539）へ

●訓練科　①ＩＴ技能科 2　
　　　　　②介護初任者研修科 2
対象　離転職者等で、公共職業安定所から

受講あっせんを受けた方
内容　①ワード、エクセル、パワーポイン

トなど　
②徳島県介護職員初任者研修課程

定員　15人（母子家庭の母等の１人を含む）
訓練期間　①10月21日㈬～平成28年１月

20日㈬　②11月12日㈭～平成
28年２月10日㈬
※日・祝日、年末年始は休校

訓練時間　①9:00～15:50　
　　　　　②9:15～16:35
場所　①四国進学会阿南校
　　　②阿南建設会館
受講料　無料　※テキスト代は自己負担
申込期間　①９月24日㈭まで　②９月17

日㈭～10月15日㈭
申込先　居住地を所管する公共職業安定所

●平成28年度南部テクノスクール
　４月入校生
塗装技術科（訓練期間１年、定員15人）
自動車整備科（訓練期間２年、定員20人）
第１期募集　９月１日㈫～10月８日㈭
選考日　10月28日㈬
※提出書類など、くわしくはお問い合わせ
ください。

問 公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ

日時　９月12日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ
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栄養講座
「野菜たっぷり！
ヘルシーバランス食」
日時　９月30日㈬　10:00～13:00
場所　ひまわり会館
対象　市内在住の40歳以上の方
内容　講話と調理実習
参加費　400円（調理実習費）
定員　30人
申込締切日　９月16日㈬

問 保健センター（☎22－1590）へ

婦人がん検診を受けましょう
検診内容　
乳がん（要予約／保健センターへ）
骨粗しょう症検診
検診日程
９月17日㈭　ひまわり会館
受付時間　9:00～10:00、13:00～14:30

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報

認知症
サポーター
養成講座を
開催しませんか
認知症は、誰にでも起こる可能性のある脳
の病気です。阿南市では、認知症について
正しく理解をしていただき、認知症になっ
ても安心して暮らしていける町づくりのた
め、認知症サポーター養成講座の開催を支
援しています。
地域の集会や職場の勉強会など10人以上
集まれば、開催することができ、開催費用
は原則無料です。くわしくは、介護・なが
いき課へご相談ください。

問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ

 献血にご協力ください（９月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

５日㈯ 富 岡 東
高 等 学 校 領家町

10：00～12：00

13：00～16：00

10日㈭ キ ョ ー エ イ
羽 ノ 浦 店 羽ノ浦町 13：00～16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21－ 3030）へ

【９月の休館日】
７日㈪、14日㈪、24日㈭、28日㈪

阿波踊り体操教室
日時　９月17日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島大学　大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、

健康手帳（無い方は交付します）
※教室開始前に血圧測定・体組成測定を実
施します。

あなたのまちで
阿波踊り体操をしてみませんか

阿波踊り体操指導員があなたのまちにお伺
いします。くわしくは、お問い合わせくだ
さい。

問 保健センター（☎22－1590）へ

集団検診のご案内
予約をしている方を優先して受付します。
検診日２週間前までに総合健診センター
（☎088－678－7128）へお申し込みく
ださい。
検診内容　胃がん、肺がん、前立腺がん、
大腸がん（要予約）、肝炎ウイルス検診
検診日程
９月29日㈫　ひまわり会館★
10月７日㈬　ひまわり会館★
　   31日㈯　橘公民館
★印の会場のみ歯周疾患検診を実施。
受付時間　8:30～10:30
※くわしくは広報あなん７月号または、が
ん検診等受診券をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

達者でおろな健康教室
対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　講話「知って安心、介護予防のお

話」
講師：阿南高齢者お世話センター
（内容は変更する場合があります）

持参物　健康手帳（無い方は交付します）

９月の日程 場　　　所

１日㈫
10:00～11:30 新 野 公 民 館

13:30～15:00 宝 田 公 民 館

２日㈬ 10:00～11:30 中野島公民館（上中分館）

４日㈮ 10:00～11:30 ひ ま わ り 会 館

８日㈫ 10:00～11:30 中 林 ふ れ あ い 会 館

９日㈬
10:00～11:30 那賀川社会福祉会館

13:30～15:00 加茂谷総合センター

14日㈪
10:00～11:30 福井町総合センター

13:30～15:00 長 生 公 民 館

25日㈮
10:00～11:30 桑野コミュニティーセンター

13:30～15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

28日㈪
10:00～11:30 大 野 老 人 憩 い の 家

13:30～15:00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

29日㈫
10:00～11:30 椿 公 民 館

13:30～15:00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

問 保健センター（☎22－1590）へ

犬猫の避妊・去勢手術費用の
一部を助成します
受付期間　10月1日㈭～31日㈯（予定）
助成額　１頭につき5,000円
※犬は登録と今年度の予防注射を済ませて
いることが必要です。
※助成決定前に手術を受けた場合は対象外
となります。くわしくは、広報あなん
10月号でお知らせします。

問 保健センター（☎22－1590）へ
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こころの健康講演会
「ねる・たべる・だす・あそぶが脳に効く！」

「こころの体温計」に新しい機能
「こころのエンジン」・「睡眠障害のチェック」を追加！

いのちの希望2015 チャリティ講演会「生きる」
「『助けて』と言える社会を目指して」
―困窮者支援の現場から見えたものー

「子どもは『早起き』して、日中『きちんと覚醒して、活発に活動
すること』により、健全な脳の発達が促されます。（中略）なんと
今の日本の子どもたちは眠りにくい環境にいるのでしょうか。子ど
もたちの睡眠覚醒リズムに関する研究から、『このままでは日本の
将来は大変なことになる！！』という思いに至り、この会を発足さ
せました。（子どもの早起きをすすめる会ホームページより）」
発達神経科学を基礎に「子どもの早起き」をすすめている星野恭子
さんに睡眠覚醒リズムに焦点をあて、子どもたちをとりまく生活環
境を改善するためのヒントをお聞きします。
日時　９月11日㈮　10:00～11:00（9:30～受付)
場所　文化会館２階　研修室ＡＢ
講師　小児神経学クリニック　院長　星野恭子さん
※参加費無料、申込み不要
※託児有り。事前にお申し込みください。（先着15人）

問 保健センター（☎22－1590）へ

携帯電話やパソコンを利用して気軽にメンタルヘルスチェックがで
きる「こころの体温計」に、９月１日よりご自身の楽観度がわかる
「こころのエンジン」と「なかなか寝つけない」「たっぷり寝ても疲
れが抜けない」など、睡眠にまつわる悩みを感じている方におすす
めの「睡眠障害の確認チェック」を追加します。
前向きに過ごすためのヒントや快適な睡眠のためのヒントが見つか
るかもしれません。ぜひ、お試しください。
※医学的な診断をするものではありません。結果に関わらず、気に
なることがあるときは、専門機関にご相談ください。

利用方法
市ホームページ「保健センター・こころの体温計」バナーをクリッ
ク。利用料は無料です。（通信料は自己負担）

問 保健センター（☎22－1590）へ

日本脳炎予防接種の対象年齢を拡大しています
平成17年度から平成21年度にかけ、接種の勧めを控えていたこと
で、日本脳炎の予防接種の機会を逃した方を特例対象者とし、現在
は公費負担で接種できるようになっています。
特例対象者　平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方
接種期間　20歳の誕生日の前日まで
接種回数
第１期３回、第２期１回（第２期は、第１期の接種を終えた９歳以
上の方に接種することになっています）
対象年齢で未接種の方は、かかりつけ医に相談のうえ、委託医療機
関で接種してください。なお、平成19年４月２日以降に生まれた
方は、７歳６カ月未満までが無料の対象期間となります。

ＭＲ（麻しん風しん混合）予防接種はお済みですか
以下の方はＭＲ（麻しん風しん混合）予防接種無料対象者です。
①生後12カ月～生後24カ月に至るまでの間にある方
②平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれの方（平成28年３
月31日までが接種期間となっています）
風邪などの冬の感染症が流行する前に、早めに接種しましょう。

問 保健センター（☎22－1590）へ

介護保険からのお知らせ
介護保険で利用できるサービスは、ホームヘルプサービス、デイサ
ービス、施設入所などがありますが、阿南市では、高齢者が中重度
の要介護状態となっても住みなれた自宅で生活できるよう支援する
ため、次のサービスの充実を図っています。
小規模多機能型居宅介護　
施設への「通い」を中心に、利用者の選択に応じて、「訪問」や短
期間の「宿泊」を組み合わせて、入浴、排泄、食事等の介護その他
の日常生活上のお世話や機能訓練を行います。
看護小規模多機能型居宅介護
小規模多機能型居宅介護と訪問看護を組み合わせることで、「通い」
「訪問」「宿泊」と「訪問看護」を介護と看護の両面から柔軟に組み
合わせてサービスを提供します。要介護度が高く医療ニーズの高い
方も安心してご利用いただけます。
サービスの利用については、担当のケアマネジャーにご相談くださ
い。

問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ

こころの健康講演会
「笑いの力で折れない心を育てる
～今、レジリエンス！～」
レジリエンスとは「精神的回復力」「抵抗力」「逆境力」等と訳され
る心理学用語で、自発的治癒の意味を持ちます。ストレス社会とも
いわれる現代でどうすれば「逆境力」を養うことができるでしょう
か。そのヒントが笑いヨガに。笑いヨガで日々のストレスを吹き飛
ばし “折れない心 ”を育てましょう！
日時　９月18日㈮　13:30～15:00（13:00～受付）
場所　富岡公民館２階　大ホール
内容　笑いヨガ
講師　中瀬医院　院長　中瀬勝則さん
※参加費無料、申込み不要
※運動のできる服装でお越しください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

日程　①9月26日㈯　14:00～（13:30開場）　
文化会館２階　視聴覚室

　　　②9月27日㈰　14:00～（13:30開場）
ろうきんホール（徳島県立中央テクノスクール内）

講師　NPO法人抱樸（旧北九州ホームレス支援機構）理事長
東八幡キリスト教会牧師、一般社団法人生活困窮者自立支援
全国ネットワーク共同代表　奥田知志さん

入場料　大人　1,200円（当日1,500円）
学生　1,000円（当日1,200円）
小中学生　無料

※前売り券を希望される方は、お問い合わせください。
※入場料、収益金の一部は東日本震災義援金に寄付させていただき
ます。

問 いのちの希望　社会福祉法人徳島県自殺予防協会
　 （☎088－652－6171）へ
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９月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

◇阿南市子育て支援合同運動会
開催日　10月20日㈫
場所　那賀川スポーツセンター
申込方法　下記の４園に来園し、申込書に
記入のうえ、お申し込みください。なお、
電話での受付はしておりませんので、ご了
承ください。
申込期間　９月１日㈫～10月２日㈮
※先着順、要参加費

  3日㈭　作ってわくわく
  9日㈬　園庭開放
10日㈭　聴いて役立つみんなの食育
　　　    ※要予約
　　　    講師：管理栄養士　
　　　    濱田容子さん、佐藤香代子さん
17日㈭　おはなしのポケット、身体計測
24日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  1日㈫　おはなしだいすき
  8日㈫　みんなで遊ぼう
15日㈫　みんなで作ってみよう
17日㈭　子育て講座
29日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  1日㈫　みんなで遊ぼう
  8日㈫　おはなしのポケット
15日㈫　保健師による子育て講座
29日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

  1日㈫　防災グッズを作ろう
  8日㈫　パネルシアター
15日㈫　敬老の日のプレゼント
　　　   「墨でかこう」※要予約
　　　    講師：谷　玲琴さん
18日㈮　言語聴覚士による子育て教室
　　　   「食べることで育つことば」
　　　    10:20～
　　　    講師：吉良明美さん　
29日㈫　お誕生会　
◇うたって遊ぼう　
  4日㈮、11日㈮、25日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

【お詫び】広報あなん８月号で、全国高等学校総合体育大会の出場選手紹介に掲載漏れ等が
ありました。お詫びし、訂正いたします。

●掲載漏れ　富岡西高校　2年　延口美咲さん（学原町）　柔道女子個人
●訂正　　　阿南工業高校　　誤）坪井貴寛さん　　正）坪井貴裕さん
　　　　　　鳴門渦潮高校　　片山明莉さん　誤）3年　　正）2年

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程     9日㈬　桑野公民館
　　　16日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈭　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈫、４日㈮、11日㈮、15日㈫、25日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
（※要予約）
  4日㈮　高齢者とのふれあい会※
  7日㈪　発育計測
  8日㈫　ミュージックケアー乳児※
14日㈪　健康相談・発育計測
16日㈬　敬老の日プレゼント作り
18日㈮　ミュージックケアー幼児※
25日㈮　おはなしころりん・午後休園
26日㈯　おひさま祭り※
28日㈪　臨時休園
29日㈫　お誕生会　
30日㈬　ワクワク親子体操
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日9:00～16:00

●阿南ファミサポ　親子うどん体験
秋休みの１日、親子でうどん作りを体験し
ませんか
日時　10月９日㈮　10:30～13:00
場所　よんでんエネルギープラザ阿南
対象　市内在住の小学生とその保護者
※未就学児には託児（無料）があります。
参加費　１組300円
定員　10組
※申込み多数の場合は抽選とさせていただ
きます。

申込方法　はがきに参加される親子の氏名、
学年、住所、電話番号、託児を希望される
場合はお子さまの氏名、生年月日を記入の
うえ、送付してください。
申込締切日　９月25日㈮（必着）
●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。
地域の情報交換やお友だちが作りたいと思
っている方は、ご参加ください。保健師さ
んによる計測も行っています。
日時　９月24日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
問 〒774-0030　富岡町今福寺40番地17
阿南ファミリー・サポート・センター
（☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

Ｂ　　６月に亡くなった和歌山の「猫の駅
長のたま」って、うちのタマと同じ
名前やし、親しみ感じとったけん、
私までさびしいわぁ。

Ａ　　あんな人気者のネコはそうおらんだ
ろなぁ。寂しがった人は多いだろう
なぁ。そう思ったらほんまに幸せな
ネコやね。

Ｂ　　うちのタマも結構大事にされとうと
思うけど、飼い主や環境によって、
ペットの人生も大違いよなぁ。

Ａ　　ほんまに虐待みたいなこともあるし
なぁ随分変わるよな。

Ｃ　　ペットはもちろんやけど、自分の子
どもにも言えるでぇ。「三つ子の魂
百まで」って言うでえな。やっぱり
環境、育てられ方は大事やと思うで
よ。なかなかいかんけど。

Ｂ　　えー、もうウチの兄ちゃん中一でよ。
下の子も５歳でよ。もう決まってし
もうたかいな？あー手遅れか。

Ａ　　ほんなことないわ。この前な、講演
会である先生が、子どももどんな家
庭に育つか、環境で左右される部分
が大きいって言よったんよ。親自身
も子どもが育つ大きな環境やって。
それでな、早いうちがええけど、遅
いってことはないって。人間は変わ
れますって。

Ｂ　　優しい子に育ったらええなぐらいし
か考えてなかったけど、今まで以上
に考えて愛情を注いでみようか。

ＡＣ　うん、うん。わたしら親も頑張るで
ぇ。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

−猫の駅長「たま」よ 幸せに−

て ひ ろば育子
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
6日 岩 城 ク リ ニ ッ ク 学 原 町 ☎23−5600

13日 幸 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 富 岡 町 ☎24−3387
20日 瀧 内 科 外 科 医 院 才 見 町 ☎24−9133
21日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
22日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
23日 岸 医 院 富 岡 町 ☎23−0272
27日 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎44−3700

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

９月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設９月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 7・14・24・28日
那賀川スポーツセンター 2・9・16・24・30日
羽ノ浦総合国民体育館 7・14・24・28日
羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・24・28日
県南部健康運動公園 1・8・15・24・29日

人口と世帯数

人口 75,740人 （−49）
（男）36,553人 （−18）
（女）39,187人 （−31）

世帯数30,305世帯（＋20）

※平成27年７月末日現在
　カッコ内は前月対比

９月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

２日㈬、16日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

昨年に続き加茂谷地域が台風の被害に見舞われました。一刻も早い復興を願ってやみません。さて、盛況のうちに幕を閉じた阿
南の夏まつり。光マンダラドームや光の切り絵さんぽ道などＬＥＤを使った演出に来場者は魅了されました。まさに「光のまち
阿南」ここにありと感じました。（谷内）
ごみはきちんと決められた場所へ捨てる。「横見町をきれいにする会」の皆さんの活動に触れて、その大切さを再認識させられ
ました。これから秋になるとコスモスの季節。河川敷の花壇が、ピンクと白色の花で彩られるのが楽しみです。（相田）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

９月の相談

法律相談（要予約） ３日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 ８日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 25日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ９日㈬
時 13:30～16:00　所 見能林公民館、福井公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 18日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ７日㈪、14日㈪、28日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
日 １・８・15・29日　時 13:00～17:00
日 11・25日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） ３日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※10月の相談日はありません。

９月の市税

■固 定 資 産 税（第３期）
■国民健康保険税（第４期）
　納期限は、９月30日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税、固定資産税（全期）市県民税（全期）の口
座振替済通知書はすでに郵送しています。市県民税（各
期）、固定資産税（各期）、国民健康保険税の口座振替済
通知書は27年度最終納期後に郵送する予定です。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  27日㈰  8:30～17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。
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桑
野
川

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て
住
民
の
交

流
の
場
を
演
出
し
た
。
手
入
れ
の
行
き
届
い
た

河
川
敷
に
実
際
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
幅
広

い
世
代
に
環
境
啓
発
を
訴
え
る
試
み
だ
っ
た
。

　

最
近
は
、
捨
て
ら
れ
る
ご
み
は
か
つ
て
の
１

割
ほ
ど
に
減
っ
た
と
い
う
。
こ
の
数
字
は
、
河

川
敷
の
美
し
い
環
境
づ
く
り
を
通
し
、
人
の
意

識
を
変
え
る
た
め
の
取
組
が
実
を
結
び
つ
つ
あ

る
か
ら
に
違
い
な
い
。「
横
見
町
を
き
れ
い
に

す
る
会
」
の
皆
さ
ん
が
目
標
と
す
る
〝
ご
み
を

捨
て
ら
れ
な
い
環
境
〟
ま
で
、
あ
と
も
う
一
息
だ
。
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〜地域の輝き〜
第110回

横
見
町
を
き
れ
い
に
す
る
会

堤防に壁画を描く地元の子どもたち（平成13年頃）

水やりや草抜きはこまめに行い、美しさを維持している

花壇に植える苗はひとつひとつを種から育てたもの

雑草を抜き、地面をならす前の河川敷のようす（平成10年頃）


